
令和４年度 評価 

 園全体としての行事 園内研修 保育内容の公開 小学校との接続 地域の関係機関との連携 保育目標・ねらい 

今
年
度
の
評
価
点 

・コロナ禍であったが運動会や生

活発表会など 2 歳以上児で出来る

ことをしたので、保育を家庭に理

解してもらえる機会になった。 

・夕涼み会をコロナ感染が広がっ

ていたため秋祭りに延期し、年齢

を分けて 3 部制にしたのは大変だ

ったが、保護者と協力して行えた

のは子どもも大人も喜んでいて良

かった。 

・行事の内容を整理し、本当に必

要な物は何かを話し合って行うよ

うにしたのは良かった。見直しに

なった。 

・毎年、行事を継続して行ってい

ると子どもにとって印象に残り、

園の伝統になっていると感じる。 

・越前市が研究発表に向けて取り組

んでいることもあるが、事例を話し合

う中で自分の思い以外の意見やアド

バイスが聞け保育の幅を広げる場に

なった。又、他の保育者の保育を知り、

自分もこう接していきたいと思った。 

・救命救急講習や感染症予防研修な

どの実技研修を行ったので、具体的で

分かりやすかった。 

・気がかりさのある子との関わりの

中で悩むことも多いが、他の保育者の

意見が参考になったり、自分の保育が

これでいいんだと思える場になった

りした。 

・給食会議を持ったことで、クラスや

個別での様子を共有でき、これからど

う関わっていくといいのかを話し合

えた。 

・ホームページや動画、行

事にて保育を知ってもらっ

た。 

・ドキュメンテーションで

日々の保育を伝え、家庭も

玄関や家庭で見ている。 

・新 1 年生の小学校生活を見

学させてもらい、その後担任

と様子を話し合い情報交換と

共に、子どもの成長や課題を

話し合った。 

・移行支援が必要な子の話し

合いが４月に担任が決まって

から行えた。又、地区外に就

学する子はリモートで支援会

議が行えた。 

・小学校の 1 年生の担任が園

へ観察に来られた。 

・文化祭に 5 歳児が太鼓で出演

し、園児の家庭以外の人にも見

てもらえた。 

・本山でののゑ女法要で、地域

ののゑ女保存会の人や他の保

育園児とお参りをした。 

・耳団子を霊泉寺に拾いに行

き、地域の行事を知った。 

・駐在所のおまわりさんに交通

ルールや仕事内容を教えても

らった。 

・南越特別支援学校の生徒が来

園し、プレゼントをもらったり

話したりして交流を持った。 

・自分で好きなことを見つけて

取り組もうとする 

・自然や物などいろいろなこと

に興味を持ち、知ろうとしたり、

試したりする 

・できないことにもやってみよ

うとする 

・食事のマナーを身につける 

・スプーンや箸を正しく持とう

とする 

・姿勢よく座る 

・茶碗などを持って食べる 

 

 

 

今
年
度
の
課
題
点 

・コロナ禍で縮小、又は、中止にな

っていた行事を 5 類になりどこま

で以前の内容に戻していくのか。 

・保護者にコロナの認識に差があ

るので、行事参加をどう理解して

もらういいのか。 

・0，1 歳児は行事への参加がなか

ったので、今後どのように戻して

いくか。 

・人権、安全教育の研修が弱かった

ので。 

・ヒヤリハット等の研修があまり持

てなかった。 

・未満児のドキュメンテー

ションが少なかった。 

・動画で保育を見てもらう、

知ってもらう機会がクラス

によって差があった。 

・園へ観察に来られた後、見

取りシートは頂けずどう感じ

られたのかの話も聞けなかっ

た。 

・コロナ禍で視聴覚検査が園

で行うようになり、体験入学

の機会もなくなった。小学校

に入る機会が持てなかった。 

・地産地消の生産者との交流を

持てると良い。 

 

・主体的に子どもが取り組む姿、

心動されている姿を保育者が見

とって寄り添った関わりができ

ていたか。 

・保護者への伝え方をもっと具

体的にしないと分からず「でき

ている」と思っている家庭もあ

った。 

次
年
度
に
改
善
し
た
い
点 

・0，1 歳児の行事の参加がなかっ

たがその代わりとなる事への対応

がなかったので、保護者に保育を

知ってもらう機会が少なかった。 

・親子行事を再開していきたい。 

・人権、安全教育、ヒヤリハット等の

研修を持っていきたい。 

・食育に関しては、保護者にも啓蒙し

ていく。 

・未満児のドキュメンテー

ションを増やしていく。 

・保育参加の機会を持って

いく。 

・園に観察に来られる時に見

取って欲しいところを伝え、

見取りシートも頂けるように

アプローチしていく。 

・小学生と関われなくても校

舎に入る機会を持ってもら

い、入学する小学校に親しみ

を持てるようにする。 

・駐在所や公民館など、地域の

公共の場を見学したり、話した

りする場を持っていく。 

・引き続き事例を書き、保育の語

り合いをして保育を振り返り、

自分の保育の向上を目指してい

く。 

・家庭にどうすると分かりやす

いかを検討しながら、保護者の

様子に合わせて対応していく。 

 


